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   　ご確認いただけます。）

   　当社は2012年度決算（決算日：2013年3月31日）を行いました。当資料は2012年度の運用状況をご報告するものです。

日本株式市場 日経平均株価は期初10,161円で始まりました。中国の経済成長鈍化への懸念や米国の経済指標の悪化
などによる世界景気減速懸念等から同株価は下落傾向を示しました。また、欧州債務問題の再燃等により株価下落に拍
車がかかり、6月に日経平均株価は当期最安値となる8,238円まで下落しました。その後一進一退のもみあいの展開がし
ばらく続きましたが、11月に衆議院が解散され、12月の総選挙で自民党が圧勝すると、安倍政権が日銀に無制限の金融
緩和を求める姿勢を明確にしたこと等から急ピッチに円安が進行しました。更にその他同政権による機動的な財政政策や
成長戦略など矢継ぎ早の政策発動を示唆したこと等を受け、政策への信頼感や企業業績の改善期待等から3月まで同株
価は上昇傾向を示しました。3月に日経平均株価は当期最高値となる12,650円まで上昇し、期末は12,397円で終了しまし
た。

外国株式市場 期初、S&P500は1,408.47、FTSE100は5,768.45で始まりました。くすぶる欧州債務問題の再燃でリスク回
避の動きから株価は軟調に推移し、6月にはS&P500は1,266.74、FTSE100は5,229.76の今期最安値をつけましたが、7月
のドラギ欧州中央銀行総裁の「ユーロ圏の安定のためにあらゆる手段を講ずる用意がある」との発言を契機として、また
米連邦準備制度理事会による量的緩和への期待等を背景として、リスク資産を選好する動きが強まり、株価はその後年
度末に向け緩やかな上昇傾向を示しました。3月にはS&P500が2007年以来の史上最高値更新となる1,570.28を付け、
FTSE100は6,533.99の今期最高値をつけるなど株価は堅調に推移し、期末は若干値を戻しS&P500が1,569.19、FTSE100
は6,411.74で終了しました。

日本債券市場 10年国債利回りは期初1.01％で始まり、長期化する円高・デフレや日銀の追加緩和期待等により7月に同
利回りは0.7％程度まで低下しました。その後一進一退のもみあいがしばらく続きましたが、白川日銀総裁の後任となる黒
田新総裁が、2％の物価安定目標を達成するためにマネタリーベースと長期国債・上場投資信託の保有額を2年間で2倍
に拡大することや長期国債買い入れの平均残存期間を2倍以上に延長することなど、大胆な金融緩和策を打ち出すと、こ
のいわゆる「異次元緩和」への期待感から同利回りは低下傾向を示し、3月には0.51％まで低下しました。期末は若干上昇
して10年国債利回りは0.55％で終了しました。

外国債券市場 期初、米国10年国債利回りは2.22％、ドイツ10年国債利回りは1.84％で始まりました。深刻化する欧州債
務問題への懸念を背景に、相対的に高い信用力を持つ米国やドイツの国債が選好された結果、7月に米国10年国債利回
りは1.37％、ドイツ10年国債利回りは1.12％まで低下しました。1月に公表された米連邦公開市場委員会議事録で、一部の
メンバーが2013年中の国債購入終了の可能性に言及したことが判明したこと等により、米国10年国債利回りが一時上昇
しましたが、その後一進一退のもみあいの展開となり、期末には米国10年国債利回りは1.84％、ドイツ10年国債利回りは
1.28％で終了しました。

外国為替市場 米国の長期金利の低下や欧州債務問題により、円は逃避通貨として選択されたことから、対米ドルのみ
ならず、ユーロに対しても円高傾向を示しました。9月には米連邦準備制度理事会が導入を決定した量的緩和第三弾を受
け、対ドルで円は今期最高値の1米ドル＝77.13円まで上昇しました。欧州債務問題の南欧への波及からユーロは下落を
続け、7月には2000年以来のユーロ安・円高水準となる1ユーロ＝94.11円を付けました。その後は、日銀の大胆な金融緩
和への期待や燃料輸入の増加の影響等で拡大する日本の貿易赤字等を背景に期末にかけて円安傾向となり、期末には
1米ドル＝94.22円、1ユーロ＝120.78円で終了しました。

②当期の運用方針　　　　　　　　当社は、特別勘定の運用方針に従い、特別勘定の運用を実施しました。

③今後の運用方針　　　　　　　　当社は、今後とも、特別勘定の運用方針に従い、特別勘定の運用を行う方針です。

   　（3ページ以降は特別勘定レポート（2013年4月発行（2013年3月末現在））からの抜粋となります。最新の運用状況は当社ホームページにて
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●特別勘定の運用方針

①当期の運用実績の推移　　　 特別勘定の運用状況をご参照ください。
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●特別勘定資産の内訳（2012年度末）

（単位 ： 百万円）

区分
金額

GN世界バランス35

現預金 ・ コールローン 6,887

有価証券 385,992

公社債 -

株式 -

外国証券 -

公社債 -

株式等 -

その他の証券 385,992

貸付金 -

その他 -

貸倒引当金 -

合計 392,879

※単位未満切捨て

●特別勘定の運用収支状況（2012年度）

（単位 ： 百万円）

区分
金額

GN世界バランス35

利息配当金等収入 10,058

有価証券売却益 -

有価証券償還益 -

有価証券評価益 59,470

為替差益 -

金融派生商品収益 -

その他の収益 -

有価証券売却損 -

有価証券償還損 -

有価証券評価損 22,898

為替差損 -

金融派生商品費用 -

その他の費用及び損失 -

収支差額 46,630

※単位未満切捨て

●有価証券の売買状況（2012年度）

（単位 ： 千口、 千円）

特別勘定の名称 銘柄
買付 売付

口数 金額 口数 金額

GN世界バランス35
TMA世界バランスファンド35VA 

（適格機関投資家限定）
- - 86,027,776 79,817,751

※単位未満切捨て

●保有契約高（2012年度末）

（単位 ： 件、 百万円）

項目 件数 金額

変額個人年金保険GF(Ⅱ型) 〈年金原資保証特約(Ⅱ型)付加〉　グッドニュースⅡ 88,037 408,826

※単位未満切捨て
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